
霞
鴬

提,鐘瀞儲鍵騨‘議'９ろ

蕊識灘蕊蕊譲議議

/９９９幸／２月２争臼

;驚議驚驚議議綴議鶏灘議篭農､‘:灘蕊

１、

洩
鶏
鐸
識
噸
蕊

工ＳＳＮＯ９１７－５６９５



表紙の
自
比

◆キイロスズメバチを肉団子にするオオスズメバチ

２０年以上前，北海道大学農学部付属植物園のハルニレの巨木の樹洞に

造られたオオスズメバチの巣を採りました。’11根正気氏が巣のデータを

採った後，育室の幼虫や踊を引き抜き，料理して食べました。味は…

スズメバチ類では溌低でした。幼虫はゴムのように堅く，卿はとてもか

み-切れません。

浦和市東部にはオオスズメバチは多いのですが，食べる気にはなりま

せん。

文とイラスト：巣瀬司

虫
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ジヤコウアゲハの大発生について

荻島和美

はじめに

記録的な猛暑が続いた８月の後半，荒川右岸にあたる大宮市西遊馬の道路脇で普段見慣れない

ジヤコウアゲハを２竿目撃しうち１早を採集した．８月２４日のことである．２日後の８月２６

日毎日通勤に利用している荒川の堤防上の道路を通行中たくさんのジャコウアゲハが飛んでいる

のに気がついた．２早を採集し堤防の草地を見るとウマノスズクサがいたるところに生育してお

り，成虫のほかに卵，幼虫も見られた．これまでこの場所でジヤコウアゲハを意識したことなく

通過していたので今年が特別なのか〆単に気がつかなかっただけのか不明であるが〆毎日の通勤

途中のわずかな時間に観察した事柄をいくつかまとめて報告したい．

成虫の行動

８月２６日，多数の個体が見られたが，総じてすれているものが多いように感じた．発生の後

期かと思ったが，それは後になって解かつたことだが，少し違っていた．８月２７日の早朝には，

羽化したての２cr1を観察し採集した．以後９月中旬まで羽化してくる個体が見られたのである．

朝にうちの成虫はオスメスともに草地上を引く飛んでいる．メスは食草を探しては，草の中に潜っ

て産卵をしている．したがって，食草がなさそうに見える場所でもメスが執着したり降りたりし

たところにはウマノスズクサがある．オスも低く飛んでいるが，メスがいると追飛して相手にさ

れないとまた草地上を低く飛ぶ．暑い日中には黒いオスは草地には見かけられなくなる．ほと

んどメスのみが産卵に励んでいる．実は文化祭に成虫も展示したいと思いそれならば当日の朝採

集した個体のほうが都合がよいと考えたのだが，なぜかメスがまったく飛んでおらず採集できな

かった．以後注意して観察すると早朝７：００頃にはオスしか飛んでいない．８：００頃になる

とメスも飛んでいる．オスの飛期はメスの探査のためであるといわれるが，これは羽化してくる

メスを探していると思われる．交尾中のものを２例観察できたが，メスは羽化したてでまだ羽が

柔らかい個体であった．また，オスが羽化しているところも観察できたがそこにもたびたび別の

オスがやって来た．羽化したオスはそれが煩わしいのか羽が固まると草地から近くの畑の大豆に

飛んでいき休息していた．メスがまったく飛んでいない時間帯にオスがたくさん飛んでいるのは，

まさに新しいメスを探しているようである．また，オスは道路上も低く飛ぶため，自動車に蝶か

れていた個体を数例観察している．夕方にはほとんどの個体が草地から近くの民家の方の木々へ

移動して眠るようで，９月１１日の夕方６：００頃にはオスが２～３飛んでおり，メスが２頭民

家の方向へ飛び去っていくのを観察している．また，メスはアザミの花で吸蜜する．

発生周期について

８月２７日に終齢幼虫を２頭採集した．１つは８月２８日に前踊になり８月３０日に蛸化した．

それが，意外なことに９月９日にオスが羽化した．（もう１つは８／３１蛎化，９／ｌＯメスが

羽化）また，８月３１日と９月２日に野外で採集した蛸も９月９日にｌｃ７ｌ早が羽化している．

また，８月３１日に採集した７頭の幼虫が蝿化したもののうち，９／１５に２早，９／２０に１

３羽化し，残りは休眠する模様である．幼虫の期間がどのくらいであるかは調べていないので，

８月下旬から９月にかけて見られた個体が３化目なのか４化目なのかは不明である．

９月２０日の朝には，３３１早しか観察されなかった．堤防の草地も心なしか様子が変わった

感じがし，モンキチョウが目立って多くなった．９月２６日には成虫もまったく見られず，ウマ

ノスズクサもすべて食い尽くされたようで，どこにあったのかもまったくわからない．恐らく，

食草がなくなったので他の場所に移動したものと考えられる．この日，上尾にて産卵中のメスを

発見した．その場所には部分的ではあるが，ウマノスズクサはある程度有り，卵・幼虫ともに観

察された．
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越冬蝿の蛎化場所

ご承知のように堤防は河川管理によって定期的に除草作業が行われている．確か７月頃にやっ
ていたと記憶しているが，例年９月にも行っている．気になって問い合わせてみたら，彼岸花が
終わった頃予定しているという．数年前彼岸花を刈り取ってしまってひんしゆくを買ってしまっ
たのではないかと想像している．ちなみに今年は彼岸花の開花が幾分遅いように思う．（結局，

除草作業は１０月１１日までには終了していた．）９月１３日に一部錦が原地区の除草が行わ
れていた．キャタピラーで踏み潰されては幼虫も蝿もひとたまりもないと感じた．そこで，鋪だ
けでも回収しなくてはと考えたのだが，それは無用であった．非休眠の蝿は近くの草の葉や茎に

蝿化するが，休眠蝿は発生地から時にかなり離れて，塀や電柱，木々の幹や枝に鋪化するのであ
る．９月２９日と１０月２日に調査を行い，全部で７７蝿を確認した．その概要は次の通りであ

る．

①草地内の太い杭２本にそれぞれ２，３鋪（地上l0cIn・２０．４０ｃｍ）

②草地のふちにある電信柱(コンクリート）草に覆われた下部に３蝿

③草地に隣接する水防倉庫に合計１６蝿西側(草地側)のひさしの下に６西から北側にか

けての屋根の下側に６北側の窓枠の下などに４

④同じく消防小屋に合計１０蝿ブリキで壁面が覆われているため屋根の天井などには付

いてない草に覆われ板が覆い被さる壁面(西側)に４その板の内側に４北側壁面に１

（低い位置）東側に入り口の門に１

⑤草地内の道路脇の車止めのような、字形のもの(鉄でできているがさびている)に１５蝋

うち１１は下側に付いており横に付いているものは４である．

似たような位置にある道路標識の類には付いていない，塗装してあるものは好まない様

子

⑥堤防下の建物のコンクリート塀大きな柳の木の陰にあたる部分に２蛸，柳の木の幹に

１蝋どの場所もコンクリート塀には見られない．

⑦土手下の民家の廃材置き場に６鋪うち２のみ褐色型

⑧その傍のフェンスの支柱(木)に３蝿

⑨フェンスの内側のビニールハウスの袖の部分(トタンでできている)に８蝿

⑩草地の中の地下水観測所という装置の丸い穴のあいたカバーの内部に１０鋪この中の

蛸は羽化しても外には出られそうもない．堤防の河川側(西側)にも同じ装置があるがそこ

には付いていない．

⑪民家の垣根の樹木の細い枝に１蝿

除草作業の終わった後の様子を見ようと１０月１８日に再度調査を行ったところさらに５４蝿

を確認した．

⑫道路の縁石（コンクリート）３箇所４踊・５踊・１３踊・２蛸と合計１９蛸どれも東側で
概

ね草に覆われていたであろう所に付いている．また脱皮がら１つを見つける．

⑬縁石の傍の草の茎に８鋪どれも枯れてもしっかりしている茎であり，除草によって刈
り取られていない下部に付いている．

⑭道路の舗装部分の下側がえぐり取られ穴のあいた下部に１６蛸付いている．土との隙間

であり少しでも上に行って踊化するイメージに反した感じだが草地から見れば上である．

⑮蝿の糸や帯は比較的はなれやすく，すでにぶら下がったようになっているものも見受け

られるが，除草作業のときに落ちたと思われるものを６蝿ひろった．なお，この日に確

認したものの内褐色のものは８例である．

以上がそのあらましである．大まかに調査しただけであるので見落としもあると思われる．が，

発生地の広さや幼虫が見られたときの密度から考えるとあまりにも少ない数でもっと遠くや違う

場所に蝿化しているはずである．発生地は主に堤防の外側(東側)であったが，内側(西側)にも食草

はあったしメスもかなり産卵行動をしていたにもかかわらず，西側ではまったく発見できなかっ

た．めぼしい建物等もなく畑になっているためかもしれないが，内側の幼虫も外側に移動して蝿

化するのかもしれない．また，蝿化する場所は垂直な部分か下側であるようだ．羽化するときの

ことを考慮すれば自ずとそうなるものかもしれない．

なお，桶川においても荒川の堤防横に立つ鉄筋の建物(平屋)にジヤコウアゲハの蝿がついている

のを発見した．これらはすべて屋根の天井部分でただ位置が東側（草地の反対側）が主である点
が異なっている．（１０数踊）
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また，休眠蝿は黄色ではなく褐色型ではないかといわれているが，羽の部分は多少褐色ではあ
るが非休眠蝿と変わらないように思われる．褐色型は数例である．さらに，今回確認した蝿の中
に明らかに死亡して変色しているもの，踊化に失敗しているものも２，３含まれている．

発生地の概要

大宮市西遊馬の荒川右岸堤防が発生地である．馬宮東小学校前付近から錦が原との境界付近ま

での堤防上の道路の東側が主たる分布地で，西側にもある程度は発生いていた．概ねこのエリア

を外れると食草がほとんど見られない．錦が原地区の堤防上も若干の食草があり時折産卵が観察

された．他の場所については調べていない．

今年だけの大発生なのか

なぜ今年これほどの大発生をしたのか考えてみたい．これまでの年も発生はしていたのかもし

れない．食草もあれだけあれば当然発生していたはずであるが，これまで何年も毎日通勤に通過

していた場所にもかかわらずジャコウアゲハがいることに気づかなかったとは考えにくい．最初

にジヤコウアゲハを道路脇で見たときあの飛期の仕方に違和感を覚えたくらいである．（もっ

とも８月１７日から通過しているにも関わらず気づいていない．）また，休眠鋪を確認したとき

脱皮殻が１つもなかったことを考えると，近年になかったことなのかもしれない．記録的な猛暑

であったことが大発生に関係があることは確かであろう．加えて，８月１４日の大雨による洪水

で堤防の内側は水を被り，たとえば，もっと荒川の流れに近い発生地から追われた成虫が食草の

ある場所に集まった結果とも考えられる．ただし，それでは８月２７日にすぐに蝋化するような

終齢幼虫がいるということと矛盾してしまう．９月１５日頃まで多数いた成虫が２０日にはほと

んど見られなくなるように，食草を求めて移動分布拡大をする習性のある本種であるので，猛暑

のためどこかで多数発生した個体による一時的な発生と考えたい．ただし，休眠蝿が生存してい

るので少なくとも来年のｌ化からの発生は確実であるので今後も見守っていきたい．

他の場所においてもこのような大発生が見られたと思われるので，ご教授いただければ幸いで

す．

蛇足

今回偶然発明した事柄をもう１つ．幼虫の採集・運搬・飼育・成虫の羽化箱に手軽な方法であ

る．ペットボトルの上部(肩のあたり)をナイフで切り中に入れる．それだけである．切込みを大き

めに開けた場合はセロテープで止めておく．きわめて取り扱いの良いことが今回経験できた．お

試しあれ．

(おぎしまかずみ〒365-0028鴻巣市鴻巣1183-14）
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奥武蔵高原でまぼろしのゼフィルス２種を採集

萩原昇

小川町・都機川村・横瀬町・東秩父村・秩父市にまだがる堂平山・丸山等を中心にした700～

960ｍ前後の山地には，埼玉県内では少ないミズナラ・カシワ等の落葉広葉樹林が点在し，ゼフイ

ルスの産地として古くから知られ，「奥武蔵高原」と呼ばれている．

この地域で特に注目される記録は，堂平山から白石峠にかけてのカシワ等の林で1960～1970年

代にかけて採集されたウスイロオナガシジミ・ウラジロミドリシジミ・ハヤシミドリシジミ等の

埼玉県内では生息場所の少ない蝶の貴重な記録が残されている．残念なことに堂平山に天文台が

建設された頃より，カシワ林が急激に減少し，それまで多産していたウラジロミドリシジミやハ

ヤシミドリシジミが激減し，その後の記録がなかった．

筆者は，1999年７月１０日に築比地秀夫氏とともに堂平山から丸山にかけての調査を行い．大野

峠周辺のカシワ林で，近年，採集記録のなかったハヤシミドリシジミ１早とこれまで県内では秩

父市以西でしか記録のなかったアイノミドリシジミの１cr'を採集した．この他，オオミドリシジ

ミ・ミズイロオナガシジミ・ウラナミアカシジミの棲息も確認した．

ハヤシミドリシジミとアイノミドリシジミの採集データを標本写真を添えて報告する．

Ftzvo"”〃ﾉ””r加蜘(FIxsEN,1887）ハヤシミドリシジミ

横瀬町大野峠:１早，1999.7.10,萩原昇．

Cﾉ、ﾉ,yozephyr"ｓ６ｒｉ"α"伽"Ｊ６ｒｉ"α”"“（SmuDmGER,1887）アイノミドリシジミ
横瀬町大野峠:13,1999.7.10,萩原昇．

なお，この採集に使用したつなぎ竿は，故市川和夫氏が小川町史の調査のために購入したもの

を使用した．

1960年頃に比較すればかなり環境が変化し，ゼフィルス類にとって悪い環境になったものの，

まだ，僅かではあるが棲息していることを確認できた．今後の調査で，上記の種以外のゼフィル
スが再発見出来ることを期待する．

採集したハヤシミドリシジミ

早表面
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鷲宮町の蝶の採集記録

古城知己

「縁友路地」No.6５（1998年５月）所収，星野正博氏の“蝶のいない町”によると，鷲宮町は

蝶の記録・報告のない町の１つに挙げられている．また，牧林会長からのおすすめもあり，筆者

は1999年４月から10月まで，同町内で蝶の採集を行ったので報告する．雌雄の同定に関して助言

くださった若菜一郎氏に感謝申し上げる．

以下は全て採集記録であり，標本は筆者が保管している．採集個体は計67頭，２４種である．

採集日の表示に関しては，1999年を省略した．

環境庁「都道府県別メッシュマップ11，埼玉県」においては，鷲宮町はメッシュコード5439-

05および5439-15内に位置している．そこで，例えば5439-1505の地点は5439を省略して単に

1505と表した．

［アケハヂヨウ科］

１．アオスジアケハlc7l9.ⅥＩ桜田（1505）

２．キアゲハ１㎡’25.ＶⅢ桜田（1505）

３．アケハ１早19.ＶⅢ桜田（1505）

４．クロアゲハ２c7131.Ｖ鷲宮（1512）

［シロチョウ科］

５．キチョウ２c7120.Ⅳ桜田（1505）；lc7’21.ＶＩ桜田

（1505)；１c7125.ＶⅢ桜田（1505)；ｌｃ７’１９．

Ⅸ東大輪（1514）；１c７１４．Ｘ桜田（1505）

６．モンキチョウ２ｃ７１ｌ早20.Ⅳ八甫（1515）

７．ツマキチョウlc7120.Ⅳ桜田（1505）；ｌｃ７１２７.Ⅳ鷲宮
（1512）

８．モンシロチヨウlcF20.Ⅳ桜田（1514）；lc7’20.Ⅳ八甫

（1515)；lc7127.Ⅳ上内（0593）；１ケ

４.Ｘ桜田（1505）

９．スジグロシロチョウｌ早６．Ⅵ桜田（1504）

［シジミチョウ科］

１０．ベニシジミ１３３．Ⅳ桜田（1505）；lc7’12.Ⅳ桜田

（1505)；ｌｃ７’23.ＶⅡ桜田（1505)；１早

４.Ｘ桜田（1505）

１１．ヤマトシジミ１３１早27.Ⅳ桜田（1505）；lc?’２１．ＶＩ

桜田（1505)；lc7’24.ＶⅢ東大輪（1514）；ｌｃ７１
ｌ６.Ⅸ東大輪（1514）；ｌｃ７１４Ｘ桜田（1505）

１２．ルリシジミｌｃ７１２０.Ⅳ桜田（1505）

１３．ツバメシジミｌｃ７１２．Ⅳ桜田（1505）；lc?’20.Ⅳ桜田

（1505)；１早20.Ⅳ八甫（1515）；lcF

27.Ⅳ桜田（1505)；lc?’21.ＶＩ桜田

（1505)；１早19.Ⅸ東大輪（１５１４）

１４．ウラギンシジミｌ早６．Ⅸ東大輪（1514）

［タテハチョウ科］

１５．イチモンジチョウｌ早24.ＶⅢ東大輪（1514）

１６．コミスジlc7’27.Ⅳ鷲宮（1512)；１c７１３１．Ｖ鷲宮

（1512)；１㎡’９．ＶIⅡ桜田（1505）；lc初４．Ｘ

桜田（1505）

１７．キタテハ１早３．Ⅳ桜田（1505）；ｌｃ７１２０.Ⅳ桜田

（1514)；１c7131.Ｖ鷲宮（1512)；１c７１９．ＶIⅡ

桜田（1505)；２ｃ７’５．Ⅸ鷲宮（1512）

18．ルリタテハ１３２７．Ⅳ鷲宮（1512）

１９．ゴマダラチョウ１３１８．Ｖ桜田（1505）
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[ジャノメチョウ科］

２０．サトキマダラヒカゲ

２１．ヒメジャノメ

１３１早31.Ｖ鷲宮（1512）

lc7’18.Ｖ桜田（1505)；２c?’31.Ｖ鷲宮

(1512)；２３１早26.ＶⅢ鷲宮（1512)；lc71

5．Ⅸ鷲宮（1512）

[セセリチョウ科］

２２．ギンイチモンジセセリ１３２７．Ⅳ

２３．チャバネセセリｌｃ７２４．ＶⅢ

２４．イチモンジセセリ２c7125.ＶⅢ

（1505）；lc7’

桜田（1505）

西大輪（1514）

桜田（1505)；１３

４．Ｘ桜田（1505）

５．Ⅸ桜田

にじようともみ〒340-0203埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田３－５－１－９－１０８）

県南部におけるアサギマダラの目撃例

天野来人

1999年10月１１日，川口市の見沼自然の家で，アサギマダラを目撃しました．雄か雌かわかりま

せんが，１個体が空を舞っていました．

低くとぶと風に乗り高く飛びました．低地で見るのはあまり機会がないので報告しました．

(あまのらいと〒339-0037岩槻市浮谷6-1）

見るチャンスの少ない埼玉県

関係の甲虫類の報文の紹介

奥谷禎一

当会の会員では見るチャンスの少ない埼玉県からの甲虫２種の記録を紹介しておく．

1．鈴木英明:川越市の木造家屋から発見されたチビナガヒラタムシ（甲虫目：チビ

ナガヒラタムシ科）について．家屋害虫２１(1):35-38.1999年７月．

川越市木野目町（原文は木目町となっています）

1999年１月１３日発見．

2．山口健三:木造家屋を加害したルリボシカミキリ（甲虫目：カミキリムシ科）

家屋害虫２０(2)：79-81.1998年12月．

新座市の木造住宅で５月と６月に発生．５月26日，１７３１１早：６月２１日，３ｃｒ１４

早が得られている．加害樹種はハンノキとムクノキ．

(おくたにていいち〒350-1109川越市霞ケ関北1-20-14）
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岩槻市槻の森スポーツセンターにて

ミドリシジミ観察会を開催

天野来人

1999年６月２７日に，岩槻市槻の森スポーツセンターにおいて，ミドリシジミの観察会をしました．

６月１５日に観察に行った時は，約10頭を観察することができましたが，当日は雨のためか

２，３頭くらいしか，確認することができませんでした．

採集したものミドリシジミ（メス，○型，１頭）／ナミアゲハ

目撃したものチョウトンボ／オオスズメバチ／コガタスズメバチ／カナブン／アシナガバ

チ／ヤマトシジミ／ツバメシジミ／コミスジ／サトキマダラヒカゲ

雨の中，観察会にて，ご協力をいただいた牧林さん，萩原さん，鈴木さんに深く感謝し，本文

をお借りしてお礼もうしあげます

(あまのらいと〒339-0037岩槻市浮谷6-1）

岩槻市でヤブヤンマを採集

天野来人

1999年６月１６日に，岩槻市立和土小学校（メッシュマップ地点5339-7507）で，ヤブヤンマを

採集したので報告します（２頭採集して全てメスの個体です）．

『埼玉県昆虫誌Ｉ第１分冊』によると，県東部の平野部での記録は少ないようです．昨年も，

この和土小の廊下で，ヤブヤンマを目撃しており，和土小周辺の自然の豊かさが，うかがわれま
す．

今回のヤブヤンマの同定において，牧林さんにお世話になりましたことを，本文をお借りし
てお礼申し上げます．

’,暫騨

(あまのらいと〒339-0037岩槻市浮谷6-1）
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北本市で採集されたオオカマキリの卵莱から脱出

したカマキリヤドリキモグリバエ（本州初記録）

玉木長寿

はじめに

1999年６月25日に行われだ当会の「金曜ゼミ」の席上，小掘文彦氏から，北本市在住の宮崎あ

やかさん（当時13才）が北本市で採集したオオカマキリの卵英（卵塊を分泌物で包んだ英）１個

と，それから脱出した１群の小型のハエ（成虫）と，カツオブシムシ科の１種と思われる小型の

幼虫１頭が手渡され，それらのうち，小型のハエの標本群を検くる機会が与えられた．

その後の検討の結果，これらの１群の小型のハエ（成虫）標本は，ｃ７１の第３触覚節には触覚刺

毛があるが，早の第３触覚節には触覚刺毛は全くなく，第３触覚節の背端隅は上方に著しく細長

い１突起として伸びて居り，ｃ７１早間での第３触覚節の形状の顕著な差異や，触覚刺毛の有無など

の変異を含む特異な形質を具える種Ｋ"r"ｍｅｍｙＩａｏ"ｇａｍｅａＫＡＮＭＩＹＡ，１９８３カマキリヤドリキモ
グリバエ（キモグリバエ科）であることがわかった．

このの中のＫ”呪ｍｅ岬iα属はChloropidae(キモグリバエ科)の中のoscinellinae（ナガミヤク
キモグリバエ亜科）に含まれる属で，現在はこの属の種としては，知る限りではダ上掲の１種の

みが知られている．（KkNMIYA(1983）［文献１］に‘よれば，この様な特異な触覚と触覚刺毛の特

徴を具えている種は，キモグリバエ科の他の種の中には見出せないと附記されている）．

本種は日本産昆虫総目録では，分布：九州とされ，本州は未記録であった．

したがって，上掲の本種の北本市産の寄主からの記録は本州初記録となり，同時に「埼玉県の

双迩類」［文献３，４以後］への追加種となる．

また，本種が寄生，脱出したオオカマキリの卵英は，知る限りでは，本種の寄主としての新記

録となる．

採集記録

・寄生者：Ｋ”"ｍｅｍｙｉａｏ"gα"１eaKANMIYA，１９８３
カマキリヤドリキモグリバエ（キモグリバエ科）．（写真２～４）

性別・個体数：１０３，２早

・寄主：712"o〃ααrid加"ａ（SToLL）オオカマキリ（カマキリ科）の卵英（写真１）
同採集地：埼玉県北本市石戸７丁目

同採集日：中旬.Ｖ､1999．

同採集者：宮崎あやか．

・寄主の飼育者（オオカマキリ成虫脱出後）：小堀文彦．

（オオカマキリ成虫脱出後の寄主（卵英）の飼育は密閉容器内で行われた）

寄生者（カマキリヤドリキモグリバエ）の脱出に気づいた日：15.Ｖ1.1999．

寄主（卵英）と寄生者の標本管理者：玉木長寿．

主な形態的特徴

体長：３約1.9ｍｍ内外；早約2.7ｍｍ内外．

迩長：ｃ７'約2.5ｍｍ内外；早約2.5ｍｍ内外．

体は大部分で黒色．

頭部：頭部は背面から見て，長さの約２倍幅．額は幅よりもわずかに長い．額の前部約2/7程は

燈黄色，その他は黒褐色で，粉でおおわれず，黒色の短毛を装う．額三角板は光沢ある黒色，頭

頂隅と単眼癌の周囲に粉を疎布している．額三角板の最前縁は額長の約7/１０長まで前方に伸びて

いる．

顔は淡黄色で帯白色の粉でおおわれ，長さよりもわずかに幅広く，その高さの中央を超えて伸

びる幅狭く，低い１中隆起がある．
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頬は極めて幅狭く，複眼長径の約１/１０倍高で，銀白色の粉を密布する．

小顎肢は淡黄色，触覚は燈黄色で，その第３節は，側面からみて，３では概ね心臓形で，その

背基隅では幅狭くなって居り，早ではその背端隅で，顕著に細長い’突起として上方に伸び，そ
の突起部では暗褐色となる．

触覚刺毛はc71では均一に暗褐色で，微毛でおおわれ，早では触覚刺毛を完全に欠いている．

胸部：中胸背の長さは幅と等長で，全く黒色で，粉でおおわれず，弱い光沢がある．

中胸背の背面は粗面で，褐黄色の毛でおおわれる．胸側は概ね粉でおおわれ，腹胸側板の中央

部では裸体で光沢がある．

通：幅の約２～2.5倍長，迩脈はすべて黄色．前縁脈の切れ込みは亜前縁脈端よりもはるか手前

にある．

脚：腿節は概ね黒褐色．前，中腔節と全附節は黄色．後腔節は中央で帯褐色．

腹部：卵形，各背板の背面はすべて黒色で，灰色粉を疎布する．

早の尾毛突起（cercus）は黒色で，著しく細長い．

分布：本§，九・（※本州初記録）．

謝辞

末筆ではあるが，貴重な標本を提供して頂き，調査の機会を与えてくださった寄主卵英の採集

者・宮崎あやかさんと，オオカマキリ成虫脱出後も引き継いで卵莱の飼育保管の当たられ，貴重

な小型のハエ（本種）の脱出を発見，確認された小堀文彦氏の御努力と御好意に対し，敬意を表

し，心からの御礼を申し上げる．

主な参考文献

１．KANMIYA,Ｋ・（1983）AsystematicstudyoftheJapanesechloropidae（Diptera）

Ｍｅｍ・ent・ＳＯＣ・Ｗａｓｈ.，１１：370pp、

２．九州大学農学部昆虫学教室・日本野生動物研究センター・共編（1989）日本産昆虫総目録,Ⅱ
：５４１－１０８８．

３．玉木長寿(1997)埼玉県の双迩類，埼玉県昆虫誌II(双迩目)，埼玉昆虫談話会・発行:405pp.，
108図．

４．玉木長寿(1999）『埼玉県の双迩類』への訂正と追加，埼玉県昆虫誌・別巻，埼玉昆虫談話会・

発行:３７－５６，１２図，188-222.

(たまきながひさ〒350-0000入間郡毛呂山町前久保332-122）
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オオセスジイトトンボを鷲宮町（埼玉県）で採集

古城知己

1999年６月２１日，筆者は継続的にトンボの生息調査を行っている自宅近くの調整池で，思いが

けずオオセスジイトトンボ１３を採集したので報告する．標本は筆者が保管している．

オオセスジイトトンボCercjo叩/αgios"腕（Needham）
ｌｃ７１21.Ｖ1．１９９９埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田，沼井公園調整池

（メッシュコード5439-1505）

この個体は，岸辺に生えた高さ２メートル余りのヨシの草むらの間をオオイトトンボなどに混

ざって飛んでいたものである．

文献によると，本種は現在埼玉県における絶滅危倶種であり［ｌ］，埼玉県での発見は1964年

以来途絶えているとのことである［２］，［３］．

その後，９月下旬まで計１６回同池で観察・採集を試みたが，２頭目以降を発見することはでき

なかった．（なお，この間６月29日には，ベニイトトンボ１Ｊを採集したことを付記しておく．

ベニイトトンボに関しても，発見できたのはこの１頭だけであった．）また，水辺環境の優れた

近辺の池数カ所も何回か観察したが，ここでも発見することはできなかった．

採集個体がどのような経緯でこの池に出現したのかは不明である．中川水系のどこかからの

偶然の飛来，移植植物や烏による卵またはヤゴの移動といった可能性は考えられると思う．また，

他産地で採集された成虫またはヤゴが放された可能性もあるかも知れない．埼玉県北東部におけ

る同種の生息は，不確実情報としては最近でも言われていたようであるが，定常的な生息地発見

の可能性も出てきたと考えている．

ここで，発見地である「沼井公園調整池」について簡単にふれておく．ここは，公団団地の造

成とともに10数年前にできた周囲約300メートルの人工の調整池であり，水深は１メートル前後，

もともとは周囲をコンクリートの護岸で固めたつまらない池であった．トンボもオオヤマトンボ，

ウチワヤンマ，シオカラトンボ，コシアキトンボそれにアジアイトトンボ程度しかいなかった．

ところが，３年前に護岸の一部を壊しヨシなどの挺水植物を植えたり，浮島を作ったりしたおか

げでトンボの種類も次第に増えてきており，1999年の観察では21種類に達している．この中には

上記の２種以外にも，ムスジイトトンボやマイコアカネなど比較的珍しい種類が見られる．この

池の水は基本的に雨水のみによって構成，補充されており，家庭排水や農薬の入った田圃の水の

流入がないこと，水面を覆い隠すばかりにマツモやクロモが繁茂してきたことなどが人家の近く

にありながら豊富なトンボ相が形成されつつある要因ではないかと考えている．なお，沼井公園

調整池におけるトンボ相の消長については，別の機会に報告する予定である．

最後に，ムスジイトトンボの存在その他多くに亘って御教示くださった，碓井徹氏に感謝申し

上げる．

参考文献

［ｌ］『さいたまレッドデータブック－埼玉県希少野生生物調査報告書動物編一』，埼玉県

（1996）．

［２］長須房次郎（1978）埼玉のトンボ目，『埼玉県動物誌』，埼玉県教育委員会：403-432．

［３］碓井徹，鈴木幸，斉藤洋一（1998）埼玉県のトンボ目，『埼玉県昆虫誌Ｉ（第１分

冊）』，埼玉昆虫談話会：21-50.

にじようともみ〒340-0203埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田３－５－１－９－１０８）
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秩父のクロツバメシジミ

石塚正彦

秩父のクロツバメシジミ（7b"gejα／M1erj）について1992年より調査してきました。分布は広
範囲に渡っているものの、どの生息地も個体数、食草のツメレンゲ共非常に少なく、又、生息環

境もアプローチ出来ないような厳しい崖での発生が主である。そんな状況下、比較的、簡単にア

プローチ出来るような生息地は、採集圧（食草の採集を含む）によって、簡単に絶滅に追い込む

ことが出来る。そのため、発表するのを控えていたが、地名の表示を場所によって、大字までと

すること、又、ここに来てクロツブームも一段落したようなので、発表することにした。

①秩父市黒谷

埼玉のクロツとして全国的に、最も知れ渡ったところで、採集者も多い。そのためか、ここ

２～３年、個体数、ツメレンゲ共、激減している。

1993年５月１５日ｌｃ初採集1993年８月28日６頭観察､３蝿､２幼採集

1993年７月１２日３頭観察1993年９月25日１早採集､２鋪､４幼採集

1993年７月１７日１頭観察1993年１０月23日６頭観察

1993年８月７日１頭観察1994年１１月５日２頭観察､８卵採集

②秩父郡長瀞町井戸

最初に発見したのは、関東甲信越のクロツを精力的に調査している方（東京都の里中正紀氏）

より教えていただいたところである。発見当初は、個体数も多かったようであるが、食草のツ

メレンゲも少なく一度大発生するとツメレンゲを食べ尽くすらしく（秩父地方全般に言える）

その翌々年にはツメレンゲも殆ど無くなり、その年は筆者も確認できず、又、他の情報からも

確認できてないとのことである。しかし、1998年には、再び発生を始め、その後も細々と生

き延びているようだ。

1996年５月１５日ｌ早採集※’1996年７月29日ｌｃ?'１早採集

1996年６月２日２ｃｒ１観察1998年５月１０日２３観察

③秩父郡皆野町下田野

千葉県の西原幸雄氏より下田野での生息地を発見したとの情報をいただき調査し、その西原

氏の発見した場所とは違う場所で発見した。ツメレンゲはある程度は生えているが、日当たり

が多少、悪いせいか、苔のように生えたツメレンゲが多い。

1998年11月７日３卵採集．

④秩父郡皆野町日野沢

蝶の即売会でラベルを見て、この付近にも生息地があることを知り、調査し発見したところ

である。その他、千葉の西原氏の話によると付近にもう一カ所生息地があるとのこと。

1996年10月２５日１早採集1997年１１月１日２ケ採集

⑤秩父郡皆野町大淵

ここの発生地は秩父では珍しく、崖と言ってもなだらか岩で、ツメレンゲも非常に少なく、

又、一部草むらに隠れた土の上にもツメレンゲが生えている。発生も不定期で、春夏は殆ど見

られず、秋のみ確認している。恐らく付近にホストの発生地があり、そこから飛来していると

思われるのだが、全く付近に発生地を確認できず不思議にな所である。

1994年11月１２日１早採集､２卵採集1997年11月１日ｌ早採集､１頭観察

1997年１０月２５日１c?'１早採集
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⑥秩父郡皆野町野巻

会社の同僚にツメレンゲがあるとの情報をいただき、発見したところである。非常に厳しい

崖で、ツメレンゲがある崖の中腹のテラスに登ったのはいいものの、降りるに降りられず、ス

ズメバチの巣もあり、非常に怖い思いをした場所である。又、ここはマルバマンネンとツメレ

ンゲが自生しており、ホストはツメレンゲと思われるが、非常に少ないため、マルバマンネン

も食しているかもしれない。

1993年９月１８日３頭観察､５幼採集1993年11月７日１頭観察､３幼採集

⑦同上

以前より良い崖だとは思っていたが、アプローチが難しそうなため、諦めていた場所である。

しかし、友人に同行いただき、何とかクリアー出来た。この時、崖の麓で以前、秩父のカラス

シジミ（寄せ蛾記(69):1539）で報告した、カラスシジミの食樹ハルニレを同時に発見してい

る。

1993年１０月２３日２頭観察､ｌ早採集

⑧⑨⑩⑪秩父郡吉田町久長

久長での第一発見者は秩父市の久保栄二氏で（合角ダム調査時）、その後、筆者が付近を調

査し３カ所、追加した。

この付近は比較的危険の少ない岩場での発生であるが、どこもツメレンケ、個体数とも非常

に少なく、発生も不定期である。その理由として、長瀞の所で前記したように、一度発生する

とツメレンゲを食い尽くされ、ツメレンゲが少なくなると発生が終わり、再びツメレンゲが

回復すると、付近の発生地から飛来した個体により、発生が始まるようだ。実際に最初はツメ

レンゲがある程度、沢山あり発生していなかった場所も、発生が始まり、２～３年経過すると

ツメレンゲ、個体数が減り、発生が止まりそうな場所を確認している。

⑧1994年11月13日ｌ卵観察､ｌ卵採集

⑨1996年１０月20日５頭観察､ｌ早採集

⑩1994年10月９日

1994年10月２３日

1994年10月３０日

1994年１１月１３日

1995年４月１６日

⑪1994年10月２３日

1996年５月１５日

４幼採集1995年９月１０日ｌｃ７'採集

5頭観察1995年10月１５日５頭観察､ｌ早採集

9卵採集1995年１１月５日５頭観察､ｌ早採集

6頭観察1995年１１月１９日１頭観察

l蝿観察1998年１０月４日１頭､ｌ幼観察

１頭観察､２卵採集1995年１１月５日３頭観察､４卵採集
2頭観察

⑫⑬秩父郡吉田町阿熊金岳付近

ここ金岳は中国の墨絵を思い浮かばせるような岩山であり、必ずクロツの発生場所はあると

思われるが、非常に険しい岩山のため、アプローチ出来ず、その隣の山の崖より確認している。

ここの崖もアプローチが難しく、その後、２，３度チャレンジしているが、その崖にたどり着
けず、迷ってしまった。そのため、筆者の保有するクロツの個体数も非常に少ない。しかし、
付近で、もう一カ所確認出来た場所Lは、小さい崖であるが、道路の脇にあり、アプローチも
楽な場所である。

⑫1993年１１月14日３卵採集

⑬1993年１０月９日２頭観察､ｌｃ７１､５卵採集
1995年１０月１４日６頭観察

⑭秩父郡吉田町半根子

ここ半根子は1977年埼玉県で初めて、クロツバメの確実な生息地が所沢昆虫同好会の人た

ちによって、発見された場所である。又、埼玉のクロツとして黒谷に次、全国的に有名な場所
でもある。
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筆者が確認したのは、その場所ではないが付近を調査し発見している。又、付近にはまだま

だ良い崖があるで、他にも生息地があると思われる。

1993年１０月２４日lc7'採集1995年１０月３０日８頭観察､２早採集

1995年１０月２９日４頭観察

⑮吉田町明ヶ平

この生息地は、合角付近を調査した時にツメレンゲまでは確認したが、残念ながらクロツは

発見出来なかった場所である。しかし、その後、千葉の西原氏によって、その場所からクロ

ツが確認された。

1997年１０月２４日ｌｃ７１ｌ早（西原幸雄氏採集）

⑯吉田町女形

この生息地も合角付近を調査した時に発見した場所で、アプローチも楽で崖も緩やかなので

比較的安全な所（人間にとって）である。個体数、ツメレンゲとも少ない方であるが安定した

生息地のようである。又、ここのツメレンゲは苔のように生えた小さなツメレンゲが多い。

1993年１０月２４日ｌｃＦ､３卵採集1995年８月１４日４頭観察､１頭採集

1993年１０月３１日４頭観察､６卵採集1997年１１月１日６頭観察､２早採集

1994年８月１４日数卵観察

⑰小鹿野町飯田観音山付近

第一発見者は東京都の山田邦雄氏で（1989年：この時はマルバマンネンで発生していたと

のこと）その後、筆者も1992年一度調査したが、クロツ、ツメレンゲ共発見できなかった。

そして、1998年その場所で、クロツ、ツメレンゲを発見したとの情報を入手し、再調査した

ところクロツ、ツメレンゲを確認できた。その時、分かったことだが、一度目の調査時、その

場所を調査していたが、時間帯が遅かったため、暗くてツメレンゲが見えなかったようである。

1998年10月２５日ｌ早､３卵採集

⑱小鹿野町合角

筆者が秩父のクロツバメを調査し、最初に発見した場所である。調査のヒントは合角ダムの

調査時、故、市川和夫先生がクロツを採集しているので、付近に必ず生息地があるはずと思い

調査、発見した。（その時の模様は寄せ蛾記(70):1576報告済み）今のところ、秩父地方で最

も、個体数、ツメレンゲが多く、安定した生息地である。

1992年１０月２５日２頭採集1995年１０月２２日８頭観察､２早採集

1992年１１月１日３頭観察1998年９月１３日４頭観察

1992年１１月３日５頭観察､ｌc７１，２竿採集1998年１０月１８日約30頭観察

1993年10月３１日４卵採集

⑲小鹿野町強矢

道路の脇に車を止め、良さそうな崖はないかと双眼鏡を覗いていたところ、地元の人にツメ

レンゲなら、あそこの崖にあるよ、と案内していただき発見したところである。案内していた

だいた時点ではクロツは発生しておらず、翌年訪れた時に確認できた。

1995年10月２９日６頭観察､ｌc７１，２早採集

⑳小鹿野町富田

ここの生息地も千葉の西原氏に教えていただいたところである。山の斜面の崖で発生してお

り、筆者が調査した時は時期が遅かったせいか、一卵のみの確認に終わっている。

1997年１０月２４日ｌｃ７１ｌ早（西原幸雄採集）

1998年１１月１日１卵採集

②⑳荒川村賀川
ひとつの生息地は埼玉県では非常に珍しく、人家の石組みでの発生であり、ツメレンゲも少

なく、当然発生も不定期である。もう一方の発生地は山の斜面の崖であり、前記した場所にほ
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ど近く、こちらがホストの発生地と思われる。又、付近にはオノマンネングサが沢山自生して
いるが、筆者はその場所でクロツを確認してない。

⑳1993年11月21日４卵採集

⑳1994年７月１６日８幼採集
1994年７月１６日２０幼観察

1995年１１月５日６卵採集

1995年11月１２日４卵採集

1996年５月１１日

1998年５月１７日

1998年５月２３日

1998年７月１２日

ｌ早採集､lc?､卵多数観察

６幼観察

5幼採集

13幼採集

、⑭両神村小森
両神村より何とかクロツを発見しようと地図上に記載されている道を全てあたった。その中

で小森の脇道を入ったところで、道端に岩が沢山転がっており、その岩より何本かツメレンゲ

の穂が確認できた。その時点では、石屋さんが、どこかで採掘してきた石だろうと思っていた。

しかし、もう少し先に行ってみると、またツメレンゲの付いた岩が転がっており、その奥をよ

く見ると崖崩れが発生した後があり、その崖崩れの岩であることが判明した。そして岩に付い

たツメレンゲの穂をよく見ると卵らしきものが確認出来た。調査した時期が遅かったため、ツ

メレンゲの穂は完全に枯れていたが、家に持ち帰り加温したところ、クロツの幼虫が３匹出て

きた。

翌春の５月当地を訪れたところ崖崩れのあった場所でクロツの成虫を多数確認できた。

もう一カ所はまたも千葉の西原氏が白井差に向かう途中の道路脇で採集したもので、採集し

たのは飛来個体であり発生地は道路脇にそびえ立つ、大きな通称鳶岩といわれている崖が発生

地と思われる。

⑳1997年10月13日ｌ早（西原幸雄採集）

⑳1993年11月14日３幼採集1995年５月20日５頭観察
1994年５月１４日１０頭観察､３c７１，１早採集

⑳大滝村塩沢
大滝村で確認した生息地は、中津川から三国峠付近が多く、大滝周辺での生息地は殆ど無い

（過去の記録としては栃本、三峰山周辺があるが確実な生息地は確認されてない）そういう意

味でここ塩沢は貴重な産地といえる。但し、分布の連続性としては、位置的に中津川集落と山

（秩父槍ヶ岳）挟んだ反対側にあたり、分布のつながりはあると考える。発生地は中津川に面

した山の崖で非常に大きな崖でツメレンゲの生えているのは最上部の一部だけである。アプロー

チは非常に厳しい場所である。

1996年１０月６日１頭観察､lc7'１早４卵採集

⑳大滝村大黒
ここの生息地はマルバマンネンのみの発生で、ツメレンゲはない。付近にはツメレンゲが自

生しそうな岩場はあるがアプローチが大変な岩場ばかりで、発見当日も会員の加藤輝年氏に同

行いただき調査したが前記したように、大変な岩場ばかりでアプローチ出来ず、諦めた帰り道、

加藤氏が林道（山吹林道）で偶然にもクロツバメを採集し、付近に生息地があるのではと調査

したところ、道端２～３ｍの崖の上に、緩やかなテラス状の岩があり、マルバマンネンが自生

し、そこで発生していた。一度の調査なので、このマルバマンネンで継続して発生しているか

不明である。

1997年10月９日２c7'２早採集

◎大滝村小倉沢
発生地は道端の石組であり、ツメレンゲも数える程しかない。しかし、付近にはツルマンネ

ンが生えているので、これも食べていると思われる。発生も不定期であり、毎年見られるわけ

ではない。

1994年９月１１日ｌ早５卵採集1998年５月１７日３頭観察

1997年１０月９日ｌ早観察1998年５月２３日２頭､２卵観察､ｌ早採集
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⑳大滝村中津川集落
ここの発生地はツメレンゲが全くなく、人家の石組にミセバヤとツルマンネンがあり、飛来

した個体が一時的にこれを食べ、発生していると思われる。当然発生は不定期であり、近くに

ホストの発生地があると思われる。

1993年７月28日３頭観察､lc7'採集1997年５月25日６卵採集（ミセバヤより）

1997年５月１０日ｌｃｒ１採集1997年７月23日ｌｃ７１観察

⑳大滝村中津川林道標高900m付近
筆者が確認しているのは林道沿いの崖で、ツメレンゲが数株生えているような環境である。

ただし、この崖もよく見ると標高差50ｍ位は楽にありそうな、非常に大きな崖で、メインの

発生地は更に上方にあると思われる。とてもアプローチできる代物ではない。

1993年９月26日１頭観察､１ケ採集1997年８月１０日２３採集

⑳大滝村中津川信濃沢
ここの崖も非常に大きな崖で標高差50ｍ位ありそうなところで、アプローチも非常に厳しく、

アプローチ出来ても、その場所は人が殆ど身動き出来ず、手の届く範囲でのツメレンゲからの

採卵、若しくは運良く近くに飛んできた成虫が採集出来る程度の非常に厳しいところである。

前記したところも同様であるが、この崖は遠くから見ると赤く見える崖である。

1993年10月３日７卵採集1996年８月１７日１頭観察､５幼採集

⑪大滝村三国峠付近
人から聞いた話であるが、以前は三国峠からＮＴＮの中継所に行く途中にクロツバメの発生

地があったそうであるが現在は全くいない。筆者の保管している三国峠産のクロツバメは２頭

あり、１頭は筆者の兄が採集してもので三国峠より秩父側に中津川林道を１口程下った道端の

崖で採集したもので、付近には全くツメレンゲは無く、飛来個体と思われる。もう１頭は会員

でもある、笠原隆二氏が採幼し、飼育した個体で、正確な採集場所は記述できないが、標高

1800ｍ以上で現在でもツメレンゲが自生している。いつか発生するのではないかと思い５～

６年前より毎年１～２回は訪れているが発生してない。もしかすると、この生息地が日本で一

番、標高の高い生息地になるかもしれない

1984年９月23日（笠原隆二氏採幼、飼育）１頭筆者標本保管

1991年９月５日１ケ小森寿採集（筆者実兄）、筆者標本保管

以上、７年間、秩父のクロツバメシジミを調査してきた。ここで簡単に県外との分布の連続性

について、少し触れて見ると現段階では秩父地方の個体群は小鹿野町、吉田町、皆野町、秩父市、

長瀞町の個体群と大滝村、両神村、荒川村の個体群の二つに分けられると思う。大滝村を中心と

した個体群については隣県では長野県川上村梓山に生息地があり距離的にも、ほぼ連続的につな

がっていると思われる。又、吉田町の産地も過去に士坂峠付近に生息地があったとの情報もあり、

もし、それが本当であれば群馬県側の生息地と連続しているのかもしれない。

又、大滝村を中心とした個体群と吉田町を中心とした個体群については両神山で寸断されてい

るようで、両神村日向大谷の薄川流域、小鹿野町河原沢地区の赤平川流域から生息地が確認でき

てない。

よって今後の調査予定としては、これらの空白地帯と大滝村の県界尾根を含む、高標高の産地

を中心に調査したいと考えている。

最後に貴重な情報を提供していただいた千葉県の西原幸雄氏、東京都の里中正紀氏、又、本当

に貴重な三国峠産の標本を譲ってくださった会員の笠原隆二氏に、この場を借りて厚く御礼申し

上げます。

(いしづかまさひこ〒368-0035秩父市上町1-1-17）
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秩父の蝶，諸々

石塚正彦

●外秩父のメスアカミドリシジミ

筆者は秩父市定峰の定峰川上流の沢筋、標高700ｍ付近で本種を採集しているので報告する。

当日は殆ど不可能、そして時期的にも少し早いかもしれないがと思いつつも白石峠へウラジ

ロミドリを狙いに行った帰り道のことである。、ウラクロでもいればと当地を訪れ、一生懸命ウ

ラクロを狙って長竿を振っていると夕方４時頃だというのに、前方lOm、高さ1.5ｍの低木の上を

ゼフィルスらしきものが飛んでいるではないか、ネットしてびっくりメスアカの雄であった。付

近は植林された杉が多く、よくもこんな環境にいるものだと驚いた。

データ：秩父市定峰定峰川上流alt,700ｍ付近1998年６月20日ｌｃ３筆者採集保管

●１本のハルニレでもカラスシジミ

寄せ蛾記(91)の皆野町のウラクロシジミでも少し触れたが、秩父郡皆野町金沢にあるハルニレの

大木（樹高13ｍ）で、ハルニレを叩いたところ本種が飛び出し、運良く近くに再び止まった為（去

年は、そのまま上方へ飛び去ってしまった）採集するこができた。以前の報告でも触れたように

本当にハルニレが一本でもあれば本種がいる可能性はあると思う。

データ：秩父郡皆野町金沢1999年６月６日ｌ早筆者採集保管

●ウラミスジシジミの採卵

新たに二カ所でウラミスジシジミの採卵に成功したので報告する。

何れも、やはり、コナラで樹高１０ｍ位の木である。二カ所とも、ここ２３年、毎年調査していた

木であるが今回が初めてである。中津川林道で採卵したものは既に寄生されていたが、仏石山の

ものは翌春２頭が羽化した。

データ：秩父郡大滝村中津川仏石山トンネル付近1999年１月３日４卵(コナラ）

：秩父郡大滝村中津川林道ふれあいの森先１ｋｍ付近1999年３月７日３卵(コナラ）

●アイノミドリシジミの採卵で思うこと

ｌ999年の冬、中津川林道の集落から王冠にかけて、電柱の差し替え工事があり、その工事のた

め多数（大なり小なり20～25本位）のミズナラの木が伐採され、その伐採された枝より多数の卵
を獲た。

今回、合計３３卵という未だかつてない、アイノミドリの卵が獲られたにも拘わらず、ジョウ

ザンミドリシジミ、ウラミスジシジミの卵がｌ卵も獲られなかったのは、以下のことを想像させ
ないだろうか？

・ジョウザンミドリシジミ…．.あれだけのミズナラを調査したのになぜ、ジョウザンの卵が獲

られなかったのであろうか？埼玉に本種はいないのであろうか、それとも、次種のウラミスジ同

様にコナラ食いなのだろうか？しかし、筆者もウラミスジの調査でコナラは沢山調べているが、

確認できてない。やはり埼玉にはいないのであろうか？それとも、もしかして、里山にいるのだ
ろうか？

・ウラミスジシジミ・・…･前記したように沢山のミズナラを調査したのにウラミスジの卵が獲

られなかったのは、埼玉のウラミスジはコナラしか食べないのだろうか？もし、そうだとしたら、

それは、なぜなんだろうか？

●意外と簡単ウスイロオナガの幼虫採集

1998年の春、志賀坂峠～八丁隙道間でウクロの幼虫を探していた時、ちょうどミズナラも雷が

開いて葉っぱになった所だったので、何かゼフイルスの幼虫でもいないかと、近くにあったミズ

ナラの伐採木のひこ生えを覗いたところ、ミズナラの葉の中央にウスイロの幼虫が乗っていた。

近くの葉を調べたところ、他にも乗っているではないか……
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合計5幼採幼出来た。この場所は、昨年ウスイロオナガの成虫を採集していた所である。（寄せ
蛾記(90):2669報告）

これに味を占め、そう言えば会員の加藤輝年氏が中津川集落でウスイロオナガの成虫を採集し
たことがあると以前、話していたのを思い出し、もしかしたらと、調査したところ、同様にミズ

ナラの木の日当たりの悪い下枝より採幼できた。意外と簡単ウスイロオナガの採幼。

しかし、簡単だったのは、ここまでで、その後、東秩父の白石峠や秩父市浦山の有間山麓で調
査したが全く採れなかった。

データ：秩父郡小鹿野町河原沢志賀坂～八丁随道間alt､900ｍ付近1998年５月５日５幼(ミズナ
ラ）

データ：秩父郡大滝村中津川ふれあいの森1998年５月５日ｌ幼(ミズナラ）
〃 1999年５月３日３幼(ミズナラ）

●意外と簡単フジミドリの雌採集

フジミドリの成虫採集は至難の業と思っていたが、1999年の夏、大滝村プロジェクトの採集会

で小倉沢の大黒へ行ったとき（７月２５日）蛾をやっている会員のひとりがフジミドリノ雌を採

集した。その会員日く、去年もここでフジミドリノ雌を採ったと言っていた。筆者ら（筆者＋加

藤輝年氏）蝶をやっているものにとって、今日は、めぼしいものが何も採れてないので、非常に

悔しい思いをしていた。しかし、これがバネとなり。この後、中津川林道に転戦し、加藤氏と筆

者でブナ林を目指した。ブナ林に入り、いきなり加藤氏がフジミドリの雌を採集し、筆者も燃え

た。

しかし、ブナを叩けど、叩けど筆者の前にフジミドリは舞い降りなかった。結局当日は、筆者

は採れず終い、加藤氏は、採集こそ出来なかったが、その後１頭叩き出した。その後、筆者は悔

しさが収まらず、雁坂トンネル手前の東大演習林の林道へと足を運んだ。ここでは筆者に女神が

微笑んでくれ、時間にして40分位の間に２頭のフジミドリの雌を叩き出した。運が良ければ意外

と簡単。（自宅に持ち帰り強制採卵したが全く産まず）

データ：秩父郡大滝村豆焼橋付近（橋を渡り切ったところの東大演習林の林道）1999年７月３１

日２早筆者採集保管

●意外と簡単ミヤマチャバネの幼虫採集

小倉沢に採集に行った時、何も収穫できなかったので、以前ギインイチモンジの幼虫を採った

ことがあったので（この時は家にススキがなかったので結局だめにしてしまった）今は家にスス

キもあるし、飼育でもしようと、いくつか採って帰った。家に帰り幼虫の入っているススキの筒

を覗いてみると、あれ、ギンイチモンジの幼虫ではないぞ、調べてみると、何とミヤマチャバネ

の幼虫であった。筆者はミヤマチヤバネとホゾバセセリは、まだ秩父で採集したことがなく、又、

非常に気にかけている蝶である。又、積極的に探しているにも拘わらず見つからないので諦めか

けていたところだった。それが、いとも簡単に幼虫が採集できたので、これなら今の時期、他で

も見つかるかもしれないと、小鹿野町の赤平川流域を調査した。先ずは、一番奥の坂本に行き、

そこから下ってくることにした。坂本で河原の近くや、国道脇を調査すると、採れるは採れるは、

一時間位の間に６幼採集できた。その後、下流の尾の内沢付近で１幼、納宮で５幼、半平で１幼、

採集した。ただ、その後、小鹿野町まで調査しながら下ってきたが追加できなかったので、秩父

では山間部の蝶なのだろうか。

ギンイチモンジセセリ：秩父郡大滝村小倉沢1999年９月２３日１幼

ミヤマチヤバネセセリ：秩父郡大滝村小倉沢1999年９月２３日４幼
〃 ：秩父郡ﾉl,鹿野町河原沢坂本1999年１０月３日６幼
〃 ：秩父郡ﾉl,鹿野町河原沢林1999年１０月３日１幼
〃 ：秩父郡ﾉl,鹿野町河原沢納宮1999年10月３日４幼
〃 ：秩父郡ﾉl,鹿野町三山半平1999年10月３日１幼
〃 ：秩父郡小鹿野町藤倉強矢1999年10月３１日２幼
〃 ：秩父郡吉田町鍛冶山1999年１１月７日４幼
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秩父郡小鹿野町藤倉強矢の採幼地。1999.10.31撮影

他の場所も、このような道端のススキより採幼している。

矢印のところにミヤマチャバネの幼虫が入っている。

小鹿野町藤倉強矢1999年１０月31日撮影

1999年1２月
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矢印のところにミヤマチャバネの幼虫が入っている。

小鹿野町藤倉強矢1999年１０月３１日撮影
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●南の蝶を採集

1999年の夏は非常に暑く、又、秋になっても高温の日が続いたため、今年は、ツマグロヒョウ

モンやクロコノマが採れるのではないかと期待していた。

その’・・・・･ツマグロヒョウモンの巻

１０月３日今日はツマグロ日和と思い、美の山へと足を運んだ。山頂の昔アサマシジミが居たと

ころに着くと、何と先客が居た。近くによると、それは本会員の笠原隆二氏であった。まさかと

思い、「ツマグロヒョウモン居ますか？」と質問すると、何と３頭見て２頭採ったのこと。悔し

い、もう１時間早くれば良かった。その後笠原氏が退散し、待つこと30分、下の方よりオレンジ

色のヒョウモンが一直線に飛んできた。今の時期、こんな色のヒョウモンは居ないので直ぐツマ

グロヒョウモンと分かった。難なくネットイン、筆者秩父での初記録。

その後記他の山にも居るのではと、登谷山に転戦したが惨敗。後から聞いた話だが、筆者が去っ

た後、笠原氏は再度、美の山を訪れ、何と雌を採集したとのこと。またまた悔しい。

データ：秩父市黒谷蓑山山頂1999年１０月２日lcr'筆者採集保管

その２．…･クロコノマの巻

１０月22日（木）の夜、今週末は柿木目指してクロコノマでも探そうかと考えていた。偶然にも、

その時、蝶友の久保栄二氏から電話があった。その内容は何と吉田町の町田氏が粟を収穫中にク

ロコノマを採ったというのである。又、嬉しいことにこのクロコノマを預かって欲しいというの

である。生態図鑑を調べると粟、トウモロコシを食べると書いてある。又、頂いたクロコノマは

生け捕りにされビニール袋に入っており、よく見ると羽化したてのようで、まだ体液が出ていた。

よし、これならまだ居るはずと、１０月24日（日）町田氏の粟畑と向かった。現地に着くと粟は３

分の１程収穫されており、その残った粟に食痕でもないかと見ていたら、あったあった、これ食

痕だよと思った瞬間、その場所より、「ふわふわ～」とクロコノマが飛び出したのである。その

後、吉田町の粟畑を調査したが追加できなかった。しかし来年の９月頃でも粟畑を探せば幼虫が

採集できるかもしれないと思い、今秋は終了した。

ところが、後で分かったことだが、恥ずかしいことに筆者が粟と思っていた植物、粟と思って

いた畑は、何と赤トウモロコシの畑でり、実際に町田氏が採集した粟畑からは椎茸のビニールハ

ウスと桑畑をはさみ１０ｍ離れていたところだった。しかし、このクロコノマ、もしかすると、こ

の赤トウモロコシも食べていたのかもしれない。

最後に貴重な成虫を譲ってくださった。町田一郎氏、又、貴重な情報を提供していただいた、

久保英二氏に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

データ：秩父郡吉田町桜井（粟畑）1999年10月２２日１ケ町田一郎採集筆者保管
〃 （赤トウモロコシ畑）1999年10月２４日lc7'筆者採集保管
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クロコノマを採集した赤トウモロコシ畑。秩父郡吉田町桜井1999年１０月24日撮影
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採集直後のクロコノマ。秩父郡吉田町桜井1999年１０月２４日撮影
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(いしづかまさひこ〒368-0035秩父市上町１－１－１７）
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早春の神居古澄をゆく

中川利勝

◎札幌の日々1999年４月28日（水）雲

４月の札幌は、春の太陽が日を隠すと途端に冬に逆戻りする。私が仕事で札幌を訪れたのは、

1999年４月下旬のことであった。ゴールデン・ウイーク直前の４月28日の札幌は、前日とは打っ

て変わってどんよりとした曇り空であった。春だというのに吹く風は冷たく、容赦なく体温を奪

う。札幌入りしてからの２日間は、比較的好天に恵まれていたが、滞在３日目の28日にして天候

が悪化した。滞在中に得た情報によると、今年は旭川でも例年になく雪が多く残っているとのこ

とであった。Ｉ旭川ｌと言ったのは、「神居古遭」を想定してのことである。４月の神居古湾、そ

れは言わずと知れたエゾヒメギフチョウを考えてのことである。

忙中閑ありとはよく言ったもので、私は札幌滞在中、時間に余裕があるときには、北海道大学

へ立ち寄ることがある。構内にある書店を覗くこともあれば、昼食時間をクラーク会館の食堂で

過ごすこともある。束の間とはいえ、何よりも学生気分に戻れるのが嬉しい。北大農場のポプラ

並木まで足を運べば、決まって出迎えてくれたのは、モンキチョウであったように記憶している。

ゴールデン・ウイーク初日はIみどりの日l・当然ながら休日であったので、予定通り神居古遭

へ向かうことにした。神居古遭はアイヌ語で『神の村』。蝶屋の間では、Ｉ往年のエゾヒメギフチョ

ウの産地lとしてよく知られている。雪の多い今年に限って言えば、エゾヒメギフチョウの発生は

遅れが予想され、時期的には少し早いような気もしたが、札幌まで来ていながら寄らずに帰る手

はないであろう。また、すぐに帰京せねばならぬほど急ぐ旅でもない。ただ、寒いくらいの曇り

空を前にすると、翌日の天気に一抹の不安がないでもなかった。

◎深川のこと

深川へは28日のうちに移動した。夕刻、寒いくらいの曇天の中、函館本線の列車に乗り込み、

札幌を後にしたのであるが、岩見沢、美唄を通過する頃には、今までの天気が嘘のように青空が

現れてきた。列車は広大な農業地帯を走り抜けて行き、夕日が肢しく感じられる頃、宿泊地深川

に到着した。

「深川」は、私の母の生誕の地でもあった。迂闇にも、このことは私が北海道から戻った後、

実家の母との雑談の中で知った次第である。昔、遠い記憶の中で、母からそれらしいことを聞か

されていたことを思い出した。私の母は、深川で生まれた後、僅かの間だけ深川の町で過ごした

ようだ。当然幼い本人にも記憶はないであろう。それでも、深川の町の様子など気になるらしく、

めずらしく私に尋ねたりした。

深川駅周辺は、札幌と違い高いビルがない。青空に囲まれた開放的な町並みであるが、やはり

「地方の町」といったイメージは拭いきれない。それでも、普段大都会「東京」で仕事をしてい

る私にとっては、１人lが少ないのは何よりで、できれば1人lの数より、Ｉ蝶lの数が多いにこした

ことはないと思っている。

◎歩行虫の一種４月29日（木）晴一時曇

２９日朝の天気は快晴。若干気温が低めなのが気になるが、早朝、バスで移動して「神居古直」

へ入る。車窓から見える田園風景が終わりを告げると、いよいよ神居古湾の集落である。バスを

I春志内,で下車。国道'2号線に沿うように、眼下に石狩川が流れている。この日の石狩川は、沢

山の雪解け水が流れ込んでくるためか、豊富な水量の水が茶色の濁流となって荒々しく流れてい

る。

石狩川に沿った国道脇の土手では、この時期、フクジュソウが最盛期である。パリッとした樹

脂を思わせる黄色の花は、春の日ざしを浴びて舷しいくらいである。カメラを手に周辺を歩いて

いると、足音に驚いたのか、１頭の黒い甲虫が落ち葉の間から這い出してきた。腰を屈めて覗き

込んでみると、エゾマイマイカブリであった。関東で見られるヒメマイマイカブリと違って、胸
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部瑠璃色の光沢が美しい。北海道ではそれほど珍しくはないようではあるが，私にとっては，東

京への良い土産となった。この石狩川沿いの土手は、歩行中の良い住処となっているようである。

余談になるが、このエゾマイマイカブリを帰宅後、しばらくプラスチックケースで飼育するこ

とにした。エサとなるカタツムリ（マイマイ）が見つからず、魚肉ソーセージやミミズを与えて

様子を見ていたが、２ヶ月ほどで死んでしまった。結果的には私に好物のカタツムリ（マイマイ）

を与えてもらえなかったわけで、「マイマイカブれず」に終わった次第。

紅の蛾

札幌と旭川とを結ぶ国道12号線は．、交通量が極めて多い。道路横断もままならないほどである。

付近を散策しながら旭川方面へ少し歩くと．やがて「観魚橋」が見えてくる。この橋の手前を右

手に入った未舗装の林道は、神居第一線川に沿って続いているが、採集地としてはかなり期待が

持てそうな感じである。わたしが訪れた４月29日は、雑木林の林床にはまだ一面に白い雪の紬種

が敷き詰められたままで、蝶をはじめとした昆虫類の活動には、まだ条件が整っていない。時折、

越冬から目覚めたクジャクチョウやコヒオドシが目につく程度でエゾヒメギフチョウは現れる気

配すらない。雪解け後の日だまりには、カタクリやフクジュソウが咲き出しており、ピンクや黄

色の花の色が際立って鮮やかである。緩やかな登り道を進んで行くと、背後あるいは側面から、

不意に紅色の小さな昆虫が現れる。一瞬、「アカマダラの春型か！」と勘違いしてしまうが、こ

の時期、アカマダラはまだ現れない。森林を不器用に飛んでいるのは、春最も早く姿を見せる、

紅色の蛾･｢カバシャク」である。北海道のカバシャクは本州とは別亜種ＭﾉaInoueとして区別さ

れている。春の日ざしを浴びて、雪上低く飛ぶカバシャクを一度見た人は、そのコントラストの

美しさに立ち尽くすことであろう。雪の「白」とカバシャクの「紅」。際立ってこの世のものと

も思えない。この取り合わせは、本州ではあまりないかもしれない。沢沿いの林道をカバシャク

が飛んでくるのであるが、「どこからともなく」という表現が相応しいほど、突然視界に飛び込

んでくることが多い。時には林道に沿って、また時には、沢もろとも林道を横切って飛ぶ。

この蛾は、食樹としてカバノキ属のシラカンバが知られているが、ここ神居古湾の生息地では、

シラカンバを配した落葉広葉樹林の中を飛んでいる。昼行性の蛾とは言え、飛期の様子を見てい

ると、必ずしも巧みに空間を移動しているとは思えない。とは言いながらも、この蛾は非常に人

の気配に敏感であり、意識して飛期しているのか、至近距離にはなかなか近づかない。また、一

度振り逃がそうものなら、高く舞い上がってしまい、手のほどこしようがなくなることも多い。

驚かすと高く舞い上がるアサギマダラのようなところがあるが、アサギマダラと違いかなり小さ

いため、すぐに見失ってしまう。雲が出て日が陰ると、カバシャクは高山蛾のように途端に姿を

隠す習性がある。このことは、北海道の場合、全般的に蝶でも言えることであるが、日が陰ると

気温が下がるためであろう。特に春先は晴天と曇天では、気温の差も著しい。早春の一時期のみ

出現することも手伝って、カバシャクの採集はそう簡単ではない。

この日は期待していたエゾヒメギフチョウが見られなかったこともあり、午後３時前には深川

行きのバスに乗り込み、神居古遭を後にした。深川からは高速バスに乗り継ぎ、札幌へ出た。本

来なら、帰路は旭川空港を利用した方が、距離的に近かったのであるが、千歳空港からの航空券

を手配していたため、結果として遠回りすることになった。いつもの事ながら、航空機を利用し

た帰路は、時間に追われ、ドタバタしてせわしない。それでも、いつも立ち寄る千歳空港内のそ

ば処『八天庵』で空腹を満たすべく、美味い蕎麦を賞味することは忘れない。次回からは、『是

非、ゆとりを持った採集にしよう』と思う頻りであるが、いまだに実現していない。
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1.神居古這春志内にて

2.カバシャク舞う神居第一線川林道
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堀出,,

3エゾマイマイカブリ（左）

4カバシヤクBrep加‘ｙｐａ７"ｈｅ"ｉａｓｂｅ"αInoue研表面（右上）

同 裏面（右下）

1999年1２月

堀箔'

誰弗融興､忠強.'1,噸踊
噌

(なかがわとしかつ〒333-0835川口市道合22-1-302）
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『埼玉県の半迩類』ヘの訂正

林正美

『埼玉県昆虫誌，別巻（1999）』以降，下記のような間違いが見出されたのでここに訂正する．

多くは私の確認不足や不注意に起因するもので，深くお詫びするとともに，ご指摘くださった国

立科学博物館の友国雅章博士，北海道教育大学札幌校の安永智秀博士に心からお礼申し上げる．

なお，訂正は『別巻』の「2.埼玉県産昆虫リスト」（pp,86-104）に沿って列挙する．

ＨＥＴＥＲＯＰＴＥＲＡ)PTERA異迩目

ミズギワカメムシ科

Ｓ､〃"ﾉａｐａ"jpes(LINNAEus,1794)→Ｓαﾉ伽ﾉａｐａﾉﾉjpes(FABRIcIus,1794）

ミズムシ科チビミズムシ亜科

Mjcro"ecrasaMﾌe咽j→Mjcro"eαａｓα〃be増〃

メクラカメムシ科ツヤメクラガメ亜科

Demeocorjspaﾉ〃"sHoRvATH,１９０５→Demeocorjskerz伽erjJoslFov，１９８３

メクラカメムシ科メクラカメムシ亜科

Creo"加伽ｐα川推r(WALKER,1873)→Creo"血伽ＣＯﾉorip2SHSIAC,l963
Creomjadどｓ〃icoﾉｏｒ→Orje"ro”〃ｓ〃icoﾉ〆

Ｚﾂg"ssα""〃sjREuTER,18％→Cyp肋｡e”deasα""伽si(REuTER,1896）

Ｏ"ﾉDOpssacﾉzαﾉ伽s(CARvALHo,1959)→Ｏ"ﾉzQps〃dひ伽(MATsuMuRA,１９１７）

乃jgo"Cryﾉ"scaeﾉ“〃jα""胴→耐go"oly伽ｃａｅﾉes"α加加

グンバイムシ科ウチワグンバイ亜科

Ｑｍｒａｃａ庇rﾉapo"剛ｓ→Ｑz"racadをrノロpα"ＩＣ“

グンバイムシ科グンバイムシ亜科

ＰﾉIysarochejra→Physarochejﾉα

〔ﾉﾙﾉer"esﾉα伽sTAKEYA，１９３１→〔ﾉﾉIﾉer"ｅｓﾉα"or"ｓＴＡＫＥＹＡ，１９３１

サシガメ科卜ビイロサシガメ亜科

Pygoﾉα叩jscog"αraHoRvATH,1899→Pygoﾉα叩肋枕"『αrα(GoEzE,1778）

ナガカメムシ科ヒラタナガカメムシ亜科

ＣＷＩ"sα"resce"ceDISTANT,1883→Cym“ｏ肋9"“HORVATH,l888

Horri伽αmerαたrr"g伽sα(STAL,1874）
→Horrjdipamerai"ＣＯ"叩加aDALLAs,１８５２

ヘリカメムシ科へリカメムシ亜科

aer"ｓｒ"s"c"sSTAL，１８５９→αα"ＳＳＣ伽』｡〃KIRITsHENKo，１９１６

ツチカメムシ科ツチカメムシ亜科

Aer加ｓ〃igr伽ｓ→Micmpor"ｓ〃igr伽s

Georom"ｓｐｙｇｍａｅ"ｓ→Ｆｒｏｍ""d"spyg"'αe"ｓ

カメムシ科カメムシ亜科

Brachy"emaMiharajl-jNNAvuoR１，１９６１
→Cherazo"or"伽s肺ａｒａｊ(LINNAvuoRI，1961）

DoIycor肋αccαﾉ"胴→DojycorMﾌaccar"m

Eysarcoバsﾉewぷ(ScoIT,1833)→EysarcorMewisi(DISTANT,1833）

ｐ､８６

p､８７

p､８８

ｐ､８９

ｐ､９０

ｐ､９２

､ｐ､９３

ｐ､９４

(はやしまさみ〒338-0825浦和市下大久保255埼玉大学教育学部生物学研究室）
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埼玉県内のセモンササキリモドキ属の

記録の訂正と追加

柴田直之

寄せ蛾記79号(2119)で和田一郎(1996)の記録したムサシセモンササキリモドキが誤同定である

ことが分かったので報告する．

セモンササキリモドキ（ムサシツユムシモドキ）ノv仰o"omeco"ｅｍａｍ"sasﾉzだ"ｓｅ
→ムツセモンササキリモドキ（ムツツユムシモドキ）Mppo"omeco"e”加脚皿e"sｅ

この個体は中津川林道において初めて採集したセモンササキリモドキであるが，和田氏の家で

眠っていたものである．

当時，ムツセモンササキリモドキは東北地方特産と考えられていたために何の疑いもなくＮ，

musashiense（以下ムサシセモンササキリモドキと呼ぶ）と同定されていたが，最近になって，

西日本でもムツセモンササキリモドキが採れることへさらには一部でムサシセモンササキリモド
キと混生していることも確認された．これにより，和田氏宅に眠っているもの(県外も含め)ももし

かしたら，と思いおじやまして再確認させていただいたふ

県内ではこの記録の他に大滝村二瀬，両神村白井差の記録があるが二瀬の記録はムサシセモン

ササキリモドキの原記載(パラタイプ)，白井差の個体は採集者の冨永修氏から標本を借りているが

ムサシセモンササキリモドキである．

また，これらの既知の記録の他に小堀文彦氏から頂いたものがあるのでここで追加記録として

報告する．

ムサシセモンササキリモドキｌｃ７，大滝村中津川林道(850ｍ）小堀文彦採集，筆者保管

この記録は上記のムツセモンササキリモドキの記録地と隣接しており，おそらく混生している

と考えられる．

なお，‘関東のムツセモンササキリモドキの記録は他に栃木県奥日光（未発表）があげられる．

もちろん県内でも初記録となる．

最後に，記録の訂正に快く了解して下さった和田一郎氏貴重な標本を譲って下さった小堀文彦

氏に深く感謝する．

(しばたなおゆき〒350-1147川越市諏訪町１８－８）

『埼玉県のトンボ目への追加』の訂正

碓井徹・鈴木幸・斉藤洋一

『埼玉県のトンボ目への追加』（埼玉県昆虫誌別巻ｐ､2）でおこなった文献の追加の内，以下の

部分を訂正する．この誤りをご指摘くださった日本錆鈴学会の白石浩次郎氏にお礼申し上げる．

加納一信・喜多英人(1999)羽化直後のコサナエ終齢幼虫の呼吸．月刊むし,(336):43-44．

→羽化直前

（うすいとおる〒362-0046上尾市壱丁目454-3ほか）



1999年12月 寄せ蛾記(93);２８０３

昆虫誌プラス（１）

埼玉昆虫談話会
はじめに

当会が1997年から1998年にかけて刊行した『埼玉県昆虫誌』全３巻４分冊では，埼玉県産昆虫

9,180種をリストアップしたが，その後，それらに対する訂正や追加を集大成して，1999年には

埼玉県産昆虫9,360種をリストした『埼玉県昆虫誌』別巻を刊行した．

別巻刊行後も，会員らによる埼玉県の昆虫相調査は継続しておこなわれ，すでに，本誌前号で

も埼玉県初記録の種がいくつも登場している．そこで，本誌『寄せ蛾記』では，埼玉県初記録種

を含む報文を中心に，学名・和名の変更，種の削除などをまとめて紹介する本報文“昆虫誌プラ

ス”をご覧のようなかたちで毎号巻末に掲載し，埼玉県の昆虫相に関する最新の情報をまとめて

提供する企画をスタートすることにした．

誤解のないようお断りしておくが，本報文は，あくまで発表された文献の中から埼玉県初記録

の種や学名の訂正などをまとめて紹介し直すことが主たる目的であり，埼玉県初記録や昆虫誌へ

の訂正記事自体を初掲載するものではない．『埼玉県昆虫誌』の各執筆者による訂正や追加，埼

玉県初記録のデータをお持ちの方は，これまで通り，独立した報文としてそれらを本誌や他誌に

投稿されたい．本報文は，あくまで文献引用によるまとめをおこなうものである．

なお，本報文は，しばらくは『寄せ蛾記』の編集責任者である碓井徹がまとめを担当するが，

担当がしっかりと目を通せる文献は，一応，以下の通りである．

寄せ蛾記トンボ公園だより（寄居町にトンボ公園を作る会）

埼玉動物研通信（埼玉県動物研究会）埼玉生物（埼玉県高等学校生物研究会）

房総の昆虫（千葉県昆虫談話会）Gracile（関西トンボ談話会）

ＴＯＭＢＯ（日本トンボ学会）AESCHNA（トンボ研究会）

Rostria（日本半通類学会）Cicada（日本セミの会）

蝶と蛾．やどりが（日本鱗通学会）昆虫と自然・月刊むし・インセクタリウム

上記の文献以外に，埼玉県初記録種を含む報文を発表された方，あるいはそのような文献をご

存じの方は，ぜひ碓井までご一報いただきたい（できれば，その別刷やコピーを一緒にいただけ

ると嬉しいです）．

【埼玉県初記録種】

ＯＲＴＨＯＰＴＥＲＡ直通目

◆柴田直之(1999)寄せ蛾記(93):2802．

Tettigoniidaeキリギリス科

ノV仰o"omeco"ｅｍａｍ叩皿e"seYamasaki,1983

ムツセモンササキリモドキ（ムツツユムシモドキ）

HＯＭＯＰＴＥＲＡ同趨目

◆林・新島(1999)寄せ蛾記(92):2769．

Cicadellidaeヨコバイ科
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Nirvaninaeホソサジヨコパイ亜科

Sbp肋"morje"""sMatsumuIaｸﾛｽジﾎｿｻジﾖｺﾊ゙ ｲ

ＮＥＵＲＯＰＴＥＲＡアミメカゲロウ目

◆南部敏明（1999)埼玉動物研通信(32):１９．

Hemembiidaeヒメカケロウ科

Hgmerob加加加戚""sLinnaeus,1756ミヤマヒメカゲロウ

Ｈ〃2emb加肋bayas航Nakahara,1956ムモンヒメカゲロウ

Chrysopidaeクサカケロウ科

Ｃｿ"ysQpe血〃卯o"e血（Okamoto,1914）ヤマトクサカケロウ

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ鞘迩目

1999年12月

◆鈴木英明(1999)家屋昆虫２１(1):35-38．

Micmmalthidaeチビナガヒラタムシ科（埼玉県初記録の科）

Mcro"､αI伽ｓ血b肋Ｉ_厄Conte,１８７８チビナガヒラタムシ

※本誌ｐ､2779を参照のこと．なお，本種の学名は，環境庁(1995)刊行の日本

産野生生物目録無脊椎動物編Ⅱによった．

◆雛倉正人(1999)寄せ蛾記(92):2733-2752．

Calabidaeオサムシ科

血な“皿加e"eJ4sBatesアオキノカワゴミムシ

Ｐだ、sric伽ｓｂｒ""Mpe""jsStraneoハネアカナガゴミムシ

肋叩α加血jjgj"Cs"ｓ（Duftschmidt）ミヤマゴモクムシ

Staphylinidaeハネカクシ科

Siago"加加〃ｏＭｅＳｈａｒｐセミゾヒラタハネカクシ

Ez4Sp加ﾉe"加ｓﾉzめα”jWatanabe

ZjﾉｍｓＣｙ"Ｍ(ＣＯ伽sDvoIakヒケブトアリノスハネカクシ

Scarabaeidaeコガネムシ科

Ｓｅ(cα〃肋吹ｍｏｍ”NomuIaモモケビロードコガネ

舵r加加加jα”NiijimaetKinoshitaヒダチャイロコガネ

Elateridaeコメツキムシ科

Ａ"Ipe血ｓ肋"ｗα〃Kishiiホウオウホソアカコメツキ

Ａﾉ叩e血ｓα”eovesr伽sKishiiケブカコクロコメッキ

Ａ叩e血Ｓｐａ叩ノルｓ（Lewis）チビクロコメッキ

及伽"ｓノo"gjco肋（Lewis）ムネナガカバイロコメツキ

Lycidaeベニボタル科

DjcIy叩remα"、、（Herbst）ミヤマヒシベニボタル
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Canthalidaeジョウカイボン科

Podabrz4s賊e"sjs加肋"e"血Takahashi

キイクビボソジョウカイ(関東南部亜種）

ＰＭａｂ“yosh肋j〃Ｍ２“NakaneetMakino

ヨシダクビボソジョウカイ(関東南部亜種）

Podαb'ｗｓＡｊ"”肋α”sTakahashiキントキクビボソジョウカイ

ＰＣ血伽shyogoe"血NakaneetMakinoヒョウゴクビボソジョウカイ

Podabr“ｓﾉz”Acomα"“TakahashietOkushimaシラコマクビボソジョウカイ

Rhizophagidaeネスイムシ科

ノＷＺ叩加gojdeskq伽ajNakaneetHisamatsu二セケブカネスイ

Nitidulidaeケシキスイムシ科

Ｑ’c伽"z"叩"gja地sReitterモンキイロセマルケシキスイ

Byturidaeキスイモドキ科

Ｂｙ”"ｓｒｏｍｅ"、s"ｓ（DeGeer）（＝Ｂ､ｏａｋα"“）工ゾキスイモドキ

Erotylidaeオオキノコムシ科

峨℃msrer""叩eﾉb、畑ｓ（Lewis）ベニモンムネビロオオキノコ

Prostomidaeデバヒラタムシ科

Prosro”ｓｍｏﾉ同dqLxReitterヒメデバヒラタムシ

Pyrochroidaeアカハネムシ科

DeMro姓ｓ〃α如加sα"αＫ６ｎｏナカブサツチビロードムシ

Curculionidaeゾウムシ科

Qze"osi”j伽加bajChqj6etMorimotoシラホシニセイネゾウムシ

伽g血"ｓｇα"ojsjK6noクロツツキクイゾウムシ

Ｈｙ肋旋血ｓ"o"”""ｓＫ６ｎｏミヤマアナアキゾウムシ

Ｒ加伽Ｏｍｅｒ"ｓｓ肋ovα“Moriｍｏｔｏマルミナガクチカクシゾウムシ

ＡＣα"伽ｓ畑berc"〃畑sMorimotoコブマルクチカクシゾウムシ

◆雛倉正人(1999)寄せ蛾記(92):2753．

Elatelidaeコメツキムシ科

Ａａｅ"jcerom叩加加q/i"zej（Miwa）ミヤマフトヒラタコメツキ

◆雛倉正人(1999)寄せ蛾記(92):2754．

Melandryidaeナガクチキムシ科

Ｅ"yZ肋、伽djpe""jsLewisムナクボナガクチキ

◆豊田浩二（1999)寄せ蛾記(92):2767-2768．

Carabidaeオサムシ科

Preros"c加ｓｂｒ"、"ｊＨａｂｕブリットンヒメナガゴミムシ

◆Takahashi,Ｋ・（1999)Elytra27(1):70-75.
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Cantharidaeジョウカイボン科

凡,dab函（Asj叩o血br"s）皿cﾉz伽wajTakahashiツチカワクビボソジョウカイ
※大滝村矢竹沢産（佐々木和男採集）の１c?が，別模式標本となり記載された．

分布域は，本州中部のブナ帯．

◆栗原明雄（1999）月刊むし（343):42-43．

Cemmbycidaeカミキリムシ科

Cjeo"e"esrakjg"c航Ohbayashiタキグチモモブトホソカミキリ

HＹＭＥＮＯＰＴＥＲＡ膜迩目

◆南部敏明（1999)埼玉動物研通信(31):19-20．

Pteromalidaeコガネコバチ科

Ｅｚ"ydj"o”jep”meraFoerstcr

Mscogas伽e"α皿Ｃａｍ（Kamijo）

月肋Ｃｅ、？ohs"、（Walker）

※上記の報文には，埼玉県初記録として，本科に乃jcﾉzo"ZajQpsjsqpα"花勿c花”
（CRAwFoRD）もリストされているが，この種は，すでに同報告者によって，

別巻にて県内から記録されているので，埼玉県初記録ではない．

Cynipidaeタマバチ科

ＡＭｒ畑Ｓｍ"畑gａｗａｅ（Mukaigawa）ナラメイガタマバチ

Bethylidaeアリガタバチ科

助yrjssp、オトメアリガタバチ

ノツｏﾉepy両ｓｓｐ・ベンテンアリガタバチ

Crabmnidaeギングチバチ科

肋叩α/"ｍｗａｍ"αbejTsunekiワタナベギングチ

Halictidaeコハナバチ科

msiogﾉOSS"腕ノo"g腕cjesSakagamietTadauchiオオズナガチビコハナバチ

Melittidaeケアシハナバチ科（埼玉県初記録の科）

Ｄα叩Ｏ血火Zp叩caCockeにⅡシロスジフデアシハナバチ

◆南部敏明（1999)埼玉動物研通信(32):11-14．

Tenth1℃dinidaeハバチ科

MZzcmpﾉ'ｙａｒｏﾉzwmForsiusローベルクロハバチ

Pachyprom血ｏ畑、"川nomataヨモギシマハバチ（オクタニキモンハバチ）

Pachyprom血Ｚ"Aae棚ｓｌｎｏｍａｔａタカラヅカキモンハバチ

Braconidaeコマユバチ科

Ａｒα"yco加加血ror（Fabricius）キタカミキリコマユバチ

ルfyoso"ｚａｃ伽e'、（Szepligeti）ズイムシクロバラコマユバチ

Ａ/eｊｏｄｅｓｄｊｓｐａｒ（Haliday）
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Ａ〃o庇ｓ〃croc"〃皿ｓ（Watanabe）

Ａﾉejodどssappore"血（Watanabe）

Hyjcaﾉo血ｍａｅｍｊ（vonAchterberg）オオアカズコマユバチ

Ascogasre『ん"gjco棚sHuddlestonヒゲナガコウラコマユバチ

Ascogasrerse腕e"oWTelengaヨネダコウラコマユバチ

Ｃ肋ｅｍｓ鰍“c航（Watanabe）

Ａ”go"“α伽（Watanabe）アイヌツノコマユバチ

ル"ルノα〃仰o"e叩svonAchterbergニッポンオナガコマユバチ

Ｄ伽cα叩“ＣＯＣ伽eﾉﾉａｅ（Schrank）テントウハラボソコマユバチ

ル化花ｏｍｓｇｒａｃ"んe"〃jsMuescbcck

HひｍｏＩｏ加ｓｊ伽ｍａｒｏｒ（Lyle）ニセアメイロコンボウコマユバチ

MZzcroce"""ｓｃｊ"g山加BIischkeメイガヒゲナガコマユバチ

Ｂ、""血ｐｊ伽aBelokobylskij

lchneumonidaeヒメバチ科

ＰＳ"oｍａｓ唾ｐｙｒａｍ伽"sTishbeinシロコブアゲハヒメバチ

Pteromalidaeコガネコバチ科

aeo"抑"sserr”α畑sKamijo

Eulophidaeヒメコバチ科

Ｓｙ叩加sderogameKamijo

Tiphiidaeコツチバチ科

mip伽〃"α"αParkerキスケコツチバチ

Formicidaeアリ科

血血ｓα"e""ｓ（Foerster）ヒメトビイロケアリ

Ｓｍ肋加ｍｍａｍａｓ"畑OgataetOnoyamaマナヅルウロコアリ

Vespidaeスズメバチ科

ＤＣﾉ肋ov叩"/αSaxひ"jca〃加川ｃａＳｋＹａｍａｎｅニッポンホオナＤＣ/肋ov叩"/αSaxひ"jca〃仰o肱ａＳｋ､Ｙａｍａｎｅニッポンホオナガスズメバチ

Crabronidaeギングチバチ科

Crossocer"ｓｙａｍａｍＴｓｕｎｅｋｉヤマトギングチ

Halictidaeコハナバチ科

SPheco伽ﾉ”r"yα”""sTsunekiマルヤマヤドリコハナバチ

Spheco伽rα"ojTsunekiタノヤドリコハナバチ

Andlmidaeヒメハナバチ科

Ａ"dre"α加ﾉ此roidEsSmithホオナガヒメハナバチ

Anthophoridaeコシブトハナバチ科

ノＶｏ"zα血血AC血"αTsunckiフクイキマダラハナバチ

◆Kamijo,Ｋ・（1999)InsectaMatsumurana,ＮｅｗＳｅｒ、５５:30-32．

Eulophidaeヒメコバチ科

Ｑｌｊａｄｍｓｒ肋o〃ﾉａｇｍｃ肋Ikeda
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※本種が埼玉県初記録であることは，《南部敏明（1999)埼玉動物研通信(32)：

11-14.》に紹介されていたものであり，本稿の編者（碓井）は，オリジナル

の文献は未見．

ＭＥＣＯＰＴＥＲＡシリアゲムシ目

◆内田正吉(1999)寄せ蛾記(92):2758．

Bittacidaeガガンボモドキ科

Ｂ伽c“伽叩esNavasキァシガガンボモドキ

ＤｌＰＴＥＲＡ双迩目

◆玉木長寿(1999)寄せ蛾記(93):2781-2784．

Chlompidaeキモグリバエ科

Ｋ〃"ｍｅ"Zyjao"ｇａｍｅａＫＡＮＭＩＹＡ，１９８３カマキリヤドリキモグリバエ

【埼玉県昆虫誌への訂正記事一覧】

ＨＥＴＥＲＯＰＴＥＲＡ異趨目

◇林正美(1999)寄せ蛾記(93):2801．

別巻のリストに関しての学名の訂正

ＯＤＯＮＡＴＡトンボ目

◇碓井ほか(1999)寄せ蛾記(93):2802．

別巻での追加報文に関しての文献タイトルの一部訂正

その他，編集上の訂正

◇別巻ｐ､５７で，脚注の＊埼玉県昆虫誌Ｉ，ｐｐ､387-544は，ｐｐ,287-386が正しい．

◇第１巻の蝶類の索引ｐｐ､586-587で，学名索引に“Pieridae.…300',が，和名索引に“シロチヨ
ウ科…300,,がそれぞれ欠落している．
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COLLEMBOLAトビムシ目

PROTURAｶﾏｱｼﾑｼ目

DIPLURAコムシ目

MICROCORYPHIAイシノミ目

THYSANURAシミ目

EPHEMEROPTERAカゲロウ目

ODONATAトンボ目

PLECOPTERAカワゲラ目

BLATTARIAゴキブリ目

MANTODEAカマキリ目

ISOPTERAシロアリ目

ORTHOPTERA直通目

PHASMIDAナナフシ目

DERMAPTERAハサミムシ目

GRYLLOBLATTODEAガﾛｱﾑｼ目

PSOCOPTERAﾁｬﾀﾃﾑｼ目

MALLOPHAGAハジラミ目

ANOPLURAシラミ目

THYSANOPTERAｱｻ゙ ﾐｳﾏ目

HETEROPTERA異趨目

HOMOPTERA同趨目

ACCHENORRHYNCHA頚吻亜目

STENoRRHY1vcHA 腹吻亜目

MEGALOPTERAヘビﾄﾝﾎ゙ 目

RAPHIDIOPTERAﾗｸﾀ゙ ﾑｼ目

NEUROPTERAｱﾐﾒｶｹ゙ ﾛｳ目

COLEOPTERA鞘迩目

STREPSIPTERAﾈｼ゙ ﾚﾊ゙ ﾈ目

HYMENOPTERA膜迩目

MECOPTERAｼﾘｱｹﾞﾑｼ目

SIPHONAPTERAノミ目

DIPTERA双迩目

TRICOPTERAトビケラ目

LEPIDOPTERA鱗迩目

蝶類

蛾類

＋1種

(＋１種）

+2科十83種503科9,443種

（本誌刊行時）

十1科十41種

十1種

十1種

３２目501科9,360種

(埼玉県昆虫誌別巻刊行時）
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大滝村プロジェクトの報告（１）

石蔵拓

１．プロジェクトの目的

談話会で「大滝村プロジェクト」が本年度からスタートすることになりました。プロジェクト

といっても大滝村を集中調査して３年後に特集号として寄せ蛾記にてとりまとめを行うものです。

「埼玉県昆虫誌」編纂が終了しました。この偉業がなされ、埼玉県昆虫相の解明度は飛躍的に

高まりました。そして地方単位での解明度も具体的に浮き彫りとなったと思います。昆虫調査す

べき場所はまだ各所に残っております。

その中での大滝村の位地付けは埼玉県を越えて関東として、さらに本州として最重要昆虫相と考

えられます。筆者が寄せ蛾記No.８８で述べたように大滝村は「埼玉のチベット」と言われ、埼玉

県で一番大きな面積を持ち群馬県，長野県，山梨県，東京都に接している謎に満ちた広大な所であ

ります。とにかくこの地は遠く大宮浦和から３時間以上はかかります。３時間以上あれば，埼玉か

ら関越道路を使えば新潟を越えて日本海に着いてしまう。このことが採集者の足を遠ざけていて、

２１世紀を迎えようする今日でも大滝村には採集者未踏の場所を非常に多く残こしています。

この大滝村プロジェクトでどこまで採集者未踏の場所が減らせるかが課題であります。県初記

録又は新種が発見される可能性とその期待度は高いものがあります。

２．プロジェクトの実施

既に「埼玉県昆虫誌」のプロジェクトで大滝村の採集情報は大量に蓄積されています。その財

産を有効に使用し、まだ残る未採集地の情報を追加補足するために採集会を実施します。

採集会の年単位目標１９９９年林道周辺調査及び大滝村未採集者の案内

２０００年稜線周辺の本格調査

２００１年未定

３年という短期間のため以下の小プロジェクトが既に開始されています。

．寄せ蛾記特集号「仮称：大滝村の蝶」編纂プロジェクト担当：石塚正彦、加藤輝年

２００２年発行予定

．寄せ蛾記特集号「仮称：大滝村のカミキリムシ、タマムシ」編纂プロジェクト担当主幹：

石蔵拓、土川浩司２００２年発行予定

。寄せ蛾記特集号「仮称：大滝村の蛾類」編纂プロジェクト神部正博、築比地秀夫らで具体
的な編纂案策定中

．寄せ蛾記特集号「仮称：大滝村の歩行虫」編纂プロジェクト担当：豊田浩司編纂開始予

定は２０００年以降

・その他大滝村の双迩目は玉木長寿氏で内定中です。他の種については未定です。担当希

望者を広く募ります。

３．１９９９年の活動報告

週末に天候に恵まれず採集会がいくつも中止された。全体の報告は各々が寄せ蛾記に報告する

ということで省略致します。報告内容は筆者のカミキリムシ中心のもので採集記録は非文献とし

後日正式報告します。

各々採集会に参加された方は寄せ蛾記に採集報告をして下さい。特に蛾類班は八丁峠で集中し

たライトラップ採集会を多く行っているので報告をお願いします。

○４月１７日三峰一中津川林道士川、小倉、石蔵午前三峰の調査サルナシからムネモ

ンヤツボシカミキリの蝿割出す（後日羽脱）ホウノキも多い。三峰は乾燥しすぎている。
幼虫が少ない。フチグロヤツボシカミキリは採れそうだ。午後中津川林道調査スギタ
ニルリシジミ採集。伐採材を持ち帰り後日５種のトラカミキリ羽脱するが特にトガリバ
アカネトラカミキリの発生が多くなっている神奈川、東京も同傾向にあるそうだ。マツ
シタトラカミキリ、イタヤカミキリ食痕多数発見。オオアオカミキリの新たな生息地はま
だありそうだ。

○５月３日中津川石塚、石蔵寒く、曇りで風があった。中津川から志賀坂にかけて樹相調
査ヒナルリハナカミキリ
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○５月２３日入川林道石塚、加藤、石蔵快晴。ミズキが満開。入川は７ｋｍの短い林道

だが点々とモミが多い。１０頭以上のカラスアゲハの吸水を目撃。フタオビハナカミキリ、

シロトラカミキリ、キンケトラカミキリ、セスジヒメハナカミキリカラカネハナカミキリ、

シロテンナガタマムシ、シロオビナガホソタマムシ昆虫誌の影響か他県の採集者に出会う。

○６月１３日中津川石蔵チヤボヒゲナガカミキリ、ミドリカミキリ、エグリトラカミキリ、

カラカネハナカミキリへリグロベニカミキリ、ミヤマルリハナカミキリ、ハネビロハナカ

ミキリ

○７月１１日豆焼橋阿部石蔵大雨。去年完成したばかり林道へ（豆焼橋周辺）巨大ヒ

ル（２０ｃｍ以上）が多数いた。ピドニア類、カッコウカミキリ、ドウボソカミキリ、オ
オトラフコガネ

○７月２５日山吹沢林道玉木、石塚、加藤、鷲尾、神部石蔵中津川林道が土砂崩れで不通
のため山吹沢林道へ変更する。オオトラフコガネ、ヒゲシロハナカミキリ、コウヤホゾハ

ナカミキリ、フタオビアラゲカミキリマルガタハナカミキリ、ナガゴマフカミキリ、ハン

ノアオカミキリ

○７月３１日滝沢渓谷土橋、築比地、長畑、鷲尾、阿部豆焼き橋付近は街灯が多くライト

に適なさいと判断。１９：１５－２２：００滝沢渓谷周辺でライト３基設営２２：００

以降月が出てきたので終了。ハンノアオカミキリ、ヒゲナガヒメサビカミキリ、カタシロ

ゴマフカミキリ、ブナケシカミキリ、カブトムシ、その他トワダムモンメダカカミキリ

が採れている。つまんだ長畑氏は寄せ蛾記に報告して下さい。

○８月１日豆焼橋鷲尾石蔵アサキマダラ２０頭以上目撃クリイロシラホシカミキリ、

ヤツボシハナカミキリ、ブナケシカミキリ、フタオビアラゲカミキリマルガタハナカミキ

リ、フタスジハナカミキリ、ヨツスジハナカミキリ、アカハナカミキリトゲバカミキリ、

ホゾヒゲケブカカミキリ、オオトラフコガネ鷲尾選手はまだ大学生、なかなかの採集上手

である。今年カミキリに興味持ち同行する。

○８月８日三国峠苅部石蔵曇りのち小雨と状況は最悪で採集にならなかった。キベリカ
タビロハナカミキリ、オオハナカミキリ、フタスジハナカミキリ、マルガタハナカミキリ

ニンフハナカミキリ、オオアオカミキリ（目撃）

○９月１１日豆焼橋と大血川土川、塚本、石蔵ハスオビヒゲナガカミキリ、フジコブヤハズ

カミキリ、ナカジロサビカミキリオニクワガタ土川氏に埼玉のフジコブの報告を依頼す

る予定です。土川氏は三峰でフジコブ、フチグロヤツボシ、トラフホゾバネカミキリなど

を採集した若手カミキリ屋の超ホープである。

○９月１９日豆焼橋石蔵フジコブヤハズカミキリ、クロナガオサムシ埼玉ではフジコブは

厳しい。今年はコブで有名な平井さんの案内が雨続きでできなかった。

4．活動の反省点と来年の抱負

・テーマの違う虫屋が合同で採集するのは非効率である。来年は合同採集会は減らし、専門

採集会を増やしていきたいと思う。

・予定していた採集者未踏の「和名倉山」に今年踏み込めませんでした。来年の重要課題と

したい。けれど片道８時間以上かかります。ヘリコプターが必要。

・来年は甲武信岳から埼玉県最高峰「三宝山」への採集を予定。同行者歓迎

以上

========================＝会報＝==================＝===＝
◎金曜セミナーピンチ９年近く，107回の金曜セミナーの会場としてたいへんお世話になっ

た喫茶『カモメ』が，今年一杯で閉店することになりました．来年１月以降の金曜セミナー

の会場はまだ見つかっていません．とりあえず，来年１月と２月の金曜セミナーは，喫茶『カ

モメ』の向かいの喫茶『伽誹館』で，一人一話はやらない形での集まりとなります．新しい

会場は，２月刊行予定の94号でお知らせしたく思います．

◎会員名簿ハガキをご返送ください未だに若干名の方からご返送いだだいていません．大至

急お送りください．新名簿は３月発行の『寄せ蛾記』９５号に同封の予定です．

◎94.95号の原稿募集原稿を第募集中です．手書き，フロッピー投稿，ｅ－Ｍａｉｌなど，どんな
形態でもお受けします．気軽にお書き下さい．
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